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活用場面では、中心人物：綾の心が大きく変化した山場の前後を中心に、作品全体を読み比べる活動からス

タートしました。その際には、「名前」や「川」など、くり返し登場する言葉や表現に着目して比較しました。

何度も出てくる言葉や表現が、物語の展開とともにどのように変化しているのかを捉えることで、子どもたち

は物語全体で描かれていることを想像しようとしていました。 

さらに、想像したことをもとに作中の綾になりきり、『広島で学んだことをお母さんへの手紙としてまとめ

る』活動に取り組みました。一部ご紹介させていただきます。 

この学習を通して、子どもたちは「出来事のつながりを通して登場人物の変化を考える」「くり返し使われる

言葉や表現から作者の思いを想像する」といった読みの視点を体験的に理解することができました。また、振

り返りの中では「これから物語を読むときは、テーマを意識して読んでみたい」「言葉の変化にもっと注意して

読みたい」などの声が聞かれ、物語全体を通して読むことの面白さに気づく姿が見られました。 

  

  

  


